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1．はじめに   

数がMHヱ帯域における特性解明につい  

ても種々の問題点巷有している。   

そこで，本研究ではこれらの事項を踏  

まえて，磁性寒天を構成している蒸留水・  

寒天・磁性粉末とそれらを混合して作製  

した磁性寒天それぞれについての磁気特  

性・誘電特性に関する測定を行い．これ  

らの測定結果についての実験的検討貴行  

ったので報告する。  

先に筆者等は，寒天（1）・（2叫こ磁性粉末また  

は磁性流体を混合した磁性寒天の作製法  

および磁気・発熱特性などに関する実験  

的検討を行ってきた胤（ヰ）。この磁性寒天は  

ぜリー状で柔軟性・保水性を有する特徴  

があり，これは一般の強磁性体には持ち  

得ない性質を有する（8）。しかし，磁性寒  

天の誘電特性については計測手法を含め  

未だ十分に明らかにされているとはいえ  

ない。また，磁気特性においても．周波  
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2．測定試料の作製   

図1は本研究における磁性寒天の作製  

工程である。本研究では磁性寒天用磁性  

粉末として，耐腐食性および高周波でも  

高比抵抗を有することからMn－Znフェラ  

イト巷用いた。蓑1に磁性寒天の作製成  

分を示す。  

氷水または恒温憧温器により冷却・改正 

1   

表1磁性寒天の作製成分  

品名   名称   重量  wt％   

寒天   粉末寒天（伊那食  

品工業株式会社  

製）   

磁性粉末  Mn＿Znフェライト  

15000HぐTOKIN  

製，100【mesh】）   囲1  磁性寒天の作製工程  
（珪）＊1：蒸留水に対するwt％である。  

♯2：寒天溶液に対するwt％である。   

図2は磁気特性測定用試料および環状  

容器である。同国より，磁性寒天を環状  

容器に注入し，巻線20叩ユrn】巷施したも  

のとした。また，図3に誘電特性測定用  

試料およぴフィクスチャを示す。図示の  

ごとく，磁性寒天溶液をフィクスチャへ  

注入することにより形成される円盤状試  

料とした。  

国2 磁気特性測定試刑應よび環状試刑  

3．実験方法   

旦4些牲寒天巧壁遍歴壁   

磁性寒天の磁気的な基礎特性として，  

複素透磁率の測定を行った。測定器とし  

ては，B－H佗アナライザHPt：5060A  

囲3 読t特性測定試料およぴフィクスチヤ   
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50匹H乙1－2【MHE】の範囲では周波数に関  

係なくほぼ一定に推移していることがわ  

かる。一方．〟■一については寒天および  

磁性寒天双方とも同測定周波数範囲では  

ほぼ同程度の値を示すことがわかる。ま  

た，図5に磁性寒天および寒天の損失係  

数tan古の周波数特性を示す。図示のご  

とく，〟‖とほぼ同様の傾向を示している  

ことがわかる。   

図6は磁性寒天および寒天の保磁力．筏  

の周波数特性であり，図7に単位休溝当  

たりコア損失の周波数特性を示す。磁性  

寒天の保磁力においては周波数が高くな  

るにつれ増加する。コア祖先においても．  

通常のバルク材と比べれば値は低いもの  

の周波数が高くなるにつれ上昇する。特  

に高周波で大幅に増加する傾向が見られ  

たことが了解される。このことから磁性  

寒天のコア損失且は保磁力甚による影  

響が大きいものと考与られる。   

次に，囲8は蒸留水の誘電特性であり，  

囲9．図10にそれぞれ磁性寒天および  

寒天の複素誘電率の実数部・虚数部を示  

す。同園のごとく，磁性寒天の複素誘電  

率実数部（比誘電率）は寒天のそれより  

も高い値を示した。これは磁性粉末  

（M皿－Znフェライト：高誘電率巷示し．  

103～106オーダー巷示す）を混入した影  

響によるものと考えられる。また，周波  

数が高くなるにつれて磁性寒天・寒天の  

複素誘電率実数部・虚数部双方ともに大  

幅に減少し，磁性寒天では約500【kHEl  

ヽ   

を用いた。蓑2に複素透磁率の測定条件  

巷示す。また同測定器により保磁力・コ  

ア損失巷測定した（測定条件は蓑2に同じ）。  

蓑2 複素透磁率の測定条件  

条件   HPE5060A設定   
測定周波数   50［kHz】～2【MHE】   

励磁電流   2囲一定   

巻線数  」Vl＝〃ヱ＝20rmrn】   

温度   24℃   

湿度   27％  

匙し撃墜重責旦産室些壁   

磁性寒天の電気材料的な特性として，  

複素誘電率の測定貴行った。測定器とし  

て，インピーダンス・ゲイン・フェーズ・  

アナライザHP4194Aおよび囲3で示し  

た自作のフィクスチャを用いた。蓑3に  

複素誘電率の測定条件を示す。  

表3 複素誘電率の測定条件  

条件   HP4194A設定   

測定周波数   1匹H可～4【MH乙1   

OSC レベル   1［Ⅵ 一定   

梼分時間   medium   

アベレージング   64   

温度   24℃   

湿度   27％   

4．実験括果・検討   

囲4（a）．伽はそれぞれ磁性寒天およ  

び寒天の複素透磁率実数部軒，虚数部〟■■  

である。図示のごとく，〃■においては寒  

天および磁性寒天双方ともに測定周波数  

－3－  
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以降でほぼ0に近い値を示すことが了解  

された。   

従って，磁性寒天の電気的・磁気的特  

性は高周波帯域において誘電的な性質よ  

りもむしろ磁気的な特性に影響が現われ  

るものと考えられる。  
1ロヨ  101  1が  

周波数／【址叫  

図8 蒸留水の誘屯特性  
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5．おわりに  

（1）磁性寒天のコア損失においては，  

通常のバルク材と比較して低い値  

を示すものの．周波数が高くなる  

につれて上昇し，特に高周波での  

増加割合が大きいことが了解され  

た。  

（2）磁性寒天の複素誘電率は周波数が  

高くなるにつれて大幅に減少する。  

従って．磁性寒天の電気的・拉気  

的な特性は．高周波において誘電  

的な性質よりも磁気的な特性（特  

にコア規失・保磁力）に影響が現  

われると考えられる。  

txlO島】8  
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